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「曾我蕭白の地方戦略」
日時：8月24日（日）  13：00～
講師：毛利伊知郎氏（三重県立美術館 館長）
定員：先着50名。 当日午前11時より整理券を配布します。

会期中の毎週土曜日 14:00～
学芸員によるギャラリートークを行います。

　
京
都
に
生
ま
れ
た
曾
我
蕭
白（
一七
三
〇
〜
八一）の
生
涯
は
不
明
な
点
が
多
い

の
で
す
が
、十
代
の
こ
ろ
よ
り
画
業
で
身
を
立
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
学
ん
で
い

た
こ
と
が
わ
か
って
い
ま
す
。室
町
時
代
の
画
家・曾
我
蛇
足
に
私
淑
し
て「
蛇
足

軒
」と
号
し
、ま
た
桃
山
時
代
に
活
躍
し
た
蛇
足
の
後
継
者
、曾
我
直
庵
や
二
直

庵
ら
が
受
け
継
い
だ
、濃
墨
を
用
い
て
荒
々
し
い
筆
致
で
樹
木
や
岩
を
デ
フ
ォ
ル

メ
し
て
描
く
作
風
の
影
響
が
見
ら
れ
ま
す
。そ
の
室
町
水
墨
画
に
学
ん
だ
個
性

的
な
表
現
は
、伊
藤
若
冲
、長
沢
芦
雪
ら
と
と
も
に
、「
奇
想
の
画
家
」と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
蕭
白
の
作
品
は
、制
作
時
期
の
わ
か
る
も
の
は
少

な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、伊
勢（
三
重
）に
二
度
、

播
磨（
兵
庫
）に
二
度
滞
在
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
お

り
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
逸
話
や
作
品
が
遺
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
本
展
で
は
、曾
我
蕭
白
の
画
業
を
知
る
上
で
大
変

重
要
な
伊
勢
地
方
で
の
作
品
を
中
心
に
紹
介
し
ま

す
。鳥
や
獣
な
ど
の
表
現
に
着
目
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ギャラリートーク

講演会

※講演会、ギャラリートークの聴講は無料ですが、別途展覧会の鑑賞券が必要です。
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表面 ： 1. 「鷹図」 1764-67年頃  香雪美術館蔵　　　　
 2. 「洋犬図」（部分）  1767年頃  個人蔵　　
 3. 重要文化財 「獏図杉戸」（部分）  
  江戸時代  18世紀  朝田寺蔵　　　
 4. 「雪山童子図」（部分） 1764年頃  継松寺蔵

前 期5. 「雪山童子図」 1764年頃　継松寺蔵　　　　

6. 「松に孔雀図襖」1767年頃　三重県立美術館蔵　　後 期

前 期

前期

7. 重要文化財「松鷹図襖」1764年頃　三重県立美術館蔵 8. 「牡丹鷹図」江戸時代　18世紀　
　 白鶴美術館蔵

9.「山水花鳥人物図押絵貼屛風」江戸時代　18世紀　石水博物館蔵 後 期

前期
後期

後期
通期

関連イベント
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